
肥
後
辛
島
家
ゆ
か
り
の
ひ
と
び
と

18



秋
山

あ

き

や

ま

玉
山

ぎ
よ
く
ざ
ん

七し

ち

言ご

ん

二に

句く

書
幅

し

よ

ふ

く

秋
山

あ
き
や
ま

玉
山

ぎ
よ
く
ざ
ん

の
「
三
願
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
富
士
登
山
は
、
玉
山
が
初
め

て
江
戸
に
上
っ
た
と
き
か
ら
三
十
年
来
の
宿
願
で
あ
り
、
そ
の
想
い
を

「
望
芙
蓉
峯
」
と
し
て
詠
ん
だ
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
七
月
、
藩
主
・
細
川

ほ
そ
か
わ

重し
げ

賢か
た

か
ら
特
に
許
し
を

得
て
、
念
願
の
富
士
登
山
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
と
き
、
玉
山

は
、
芙
蓉

ふ

よ

う

峰ほ
う

の
異
称
を
持
つ
富
士
山
の
山
頂
で
こ
の
句
を
詠
ん
で
い
る
。

本
資
料
は
、
玉
山
が
持
ち
帰
っ
た
富
士
山
の
雪
水
で
書
を
し
た
た
め
た

と
さ
れ
、
「
辛
翼
之
」
（
第
七
代
・
義
助
）
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）

秋
山
玉
山
、
富
士
登
山
の
喜
び

18

絶
句

ぜ

つ

く

觧
書
抜

か

い

か

き

ぬ

き

「
絶
句

ぜ

つ

く

觧か
い

」
一
巻
は
、
荻
生

お
ぎ
ゆ
う

徂
徠

そ

ら

い

が
享
保
年
間
に
、
明
朝
の
古
文
辞
学

派
の
李
攀
龍

り
は
ん
り
よ
う

・
王お

う

世せ
い

貞て
い

の
詩
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
り
、
古
文
辞
学
派
の

教
本
と
し
て
広
く
読
ま
れ
た
。

本
資
料
に
は
、
「
此
抄

重
賢
公
親
書
以
賜
玉
山
先
生
々
々
又
贈
諸
余

々
於
是
深
蔵
於
家
」
と
、
第
七
代
・
義
助
に
よ
る
奥
書
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
熊
本
藩
主
・
細
川

ほ
そ
か
わ

重し
げ

賢か
た

が
秋
山

あ
き
や
ま

玉
山

ぎ
よ
く
ざ
ん

に
与
え
、
さ
ら

に
玉
山
か
ら
門
人
の
義
助
に
贈
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
、
木
箱
に
収
納
し

て
辛
島
家
で
保
管
さ
れ
て
い
た
。

細
川
重
賢
の
親
書

17

江
戸
時
代
中
期

青
天
不
礙
南
溟
鳥

紫
気
高
懸
北
極
峰

乙
亥
秋
登
芙
蓉
峰
頂
携
雪
水
帰
書

此
贈
辛
翼
之

玉
山
陳
人

19



頼ら

い

山
陽

さ

ん

よ

う

七し

ち

言ご

ん

律
詩

り

つ

し

書し

よ

扁
額

へ

ん

が

く

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）

頼
山
陽
、
才
蔵
を
訪
ね
る

20

集
古
十
種

し

ゆ

う

こ

じ

つ

し

ゆ

名
物
古

め

い

ぶ

つ

こ

画が

「
集
古
十
種

し
ゆ
う
こ
じ
つ
し
ゆ

」
は
、
老
中
と
し
て
寛
政
の
改
革
に
あ
た
り
、
好
事
家

こ

う

ず

か

と

し
て
も
知
ら
れ
た
松
平

ま
つ
だ
い
ら

定
信

さ
だ
の
ぶ

が
、
柴
野

し

ば

の

栗
山

り
つ
ざ
ん

や
谷た

に

文ぶ
ん

晁
ち
よ
う

ら
に
各
地
の
古
美

術
の
調
査
・
編
集
を
命
じ
、
全
八
十
五
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
一
冊
で

あ
る
「
名
物
古
画
」
は
、
三
十
一
点
の
古
書
画
を
掲
載
し
て
い
る
。

本
資
料
の
箱
書
に
は
、
「
是
一
冊
前
閣
老
白
川
少
将
楽
翁
老
侯
之
所
賜

外
臣
憲
者
永
蔵
諸
家
子
孫
其
寶
也
」
と
あ
り
、
「
憲
」
（
第
八
代
・
才

蔵
）
が
「
楽
翁
老
侯
」
（
松
平
定
信
）
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
と
分
か
る

が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

松
平
定
信
の
編
纂

19

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）

「
日
本
外
史
」
で
知
ら
れ
る
頼ら

い

山
陽

さ
ん
よ
う

は
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
九
州
を

旅
行
し
、
知
人
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る
。

熊
本
で
は
、
父
・
春
水

し
ゆ
ん
す
い

の
友
人
で
あ
っ

た
第
八
代
・
才
蔵
を
訪
ね
、
熊
本
城
下
の

学
者
た
ち
と
親
交
を
深
め
た
。

こ
の
漢
詩
は
、
「
山
陽
詩
鈔
」
に
も
収

録
さ
れ
て
い
る
が
、
本
資
料
と
は
一
部
の

字
句
が
異
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
本
資
料
は
損
傷
が
激
し
か
っ
た

た
め
、
今
回
最
低
限
の
修
復
を
施
し
た
。

避
風
火
海
舎
舟
行

蘇
嶽
相
迎
先
眼
明

喬
木
造
天
知
故
國

丹
楼
抜
地
見
層
城

雪
泥
聊
託
冥
鴻
跡

萍
水
新
同
振
鷺
盟

苴
杖
三
年
成
往
時

重
逢
父
執
涙
縦
横

戊
寅
秋
八
月
過

熊
城
奉
訪
塩
井
先
生
賦
此
乞
政

並
呈
在
座
諸
彦

藝
国
頼
襄
拝

20



楽
享
貞
心
幅

ら

つ

き

よ

う

て

い

し

ん

ふ

く

（
谷た

に

文ぶ

ん

晁
ち
よ
う

松ま

つ

画が

）

文
人
た
ち
の
贈
り
物

21

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）

幕
府
か
ら
招
聘

し
よ
う
へ
い

さ
れ
、
昌
平
坂
学
問
所
で
経
学
を
講
じ
て
い
た
第
八
代

・
才
蔵
は
、
学
問
所
の
柴
野

し

ば

の

栗
山

り
つ
ざ
ん

・
古
賀

こ

が

精せ
い

里り

・
尾び

藤
二

と

う

じ

洲
し
ゆ
う

（
寛
政
の
三

博
士
）
を
は
じ
め
、
諸
国
か
ら
集
ま
っ
た
知
識
人
と
交
流
を
深
め
た
。

本
資
料
は
、
昌
平
坂
学
問
所
で
の
講
義
を
終
え
、
熊
本
へ
の
帰
藩
を
間

近
に
控
え
た
才
蔵
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
谷た

に

文ぶ
ん

晁
ち
よ
う

が
松
を
描
き
、
柴
野
ら

が
賛
を
添
え
て
い
る
。

こ
の
と
き
、
才
蔵
は
幕
府
か
ら
の
褒
賞
金
を
も
と
に
、
郷
里
に
戻
っ
た

の
ち
に
、
母
の
喜
寿
を
祝
う
予
定
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
前
漢
の
疏
廣

そ

こ

う

の
故
事
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
り
、
長
寿
の
吉

祥
で
あ
る
松
が
描
か
れ
、
柴
野
ら
が
そ
の
孝
養
を
称
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
資
料
の
箱
書
に
は
、
「
樂
享
貞
心
幅

谷
文
晁
松
画

柴
野
栗
山

古
賀
精
里

尾
藤
二
洲

三
先
生
讃

中
林
梧
竹
謹
題
」
と
あ
る
。

ま
た
、
才
蔵
の
曽
孫
に
あ
た
る
第
十
四
代
・
知
己

と

も

き

の
説
明
書
き
が
同
封

さ
れ
て
お
り
、
表
装
も
こ
の
こ
ろ
に
や
り
直
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
才
蔵
の
母
（
松
田
氏
、
名
・
金
）
は
、
文
化
五
年
（
一
八
〇

八
）
に
九
十
の
長
寿
を
藩
か
ら
賞
さ
れ
、
そ
の
年
に
死
去
し
て
い
る
。

21



（柴野栗山）

（辛島知己の説明書き）

（古賀精里）（尾藤二洲）
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書し

よ

画
帖

が

じ

よ

う

（
辛か

ら

島し

ま

塩
井

え

ん

せ

い

傘
寿

さ

ん

じ

ゆ

祝
い
わ
い

）

才
蔵
の
長
寿
を
祝
う

22

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）

時
習
館
教
授
の
職
に
あ
っ
た
第

八
代
・
才
蔵
の
傘
寿
（
八
十
歳
）

を
祝
い
、
時
習
館
関
係
者
や
門
人

か
ら
詩
文
や
書
画
が
贈
ら
れ
た
。

そ
の
三
十
点
を
超
え
る
作
品
と

辛
島
家
に
伝
わ
っ
た
「
玉
山
先
生

幼
字
之
書
」
（
上
写
真
）
な
ど
を

折
本
に
仕
立
て
て
い
る
。

本
資
料
に
収
録
作
に
は
、
細
川

内
膳
家
の
細
川

ほ
そ
か
わ

忠た
だ

壽ひ
さ

、
新
田
藩
の

細
川

ほ
そ
か
わ

利
和

と
し
か
ず

、
時
習
館
助
教
・
大
城

お

お

き

準
じ
ゆ
ん

太た

、
訓
導
・
蠏
江

か

に

え

寿
右
衛
門
な

ど
の
作
が
み
ら
れ
る
。

後
半
に
は
、
若
き
日
の
横
井
平

四
郎
（
小
楠
）
や
木
下
業
廣
（
犀さ

い

潭た
ん

）
の
名
も
み
え
る
。
後
年
、
こ

の
小
楠
が
「
高
本
以
下
ハ
小
ナ

リ
」
と
、
時
習
館
の
教
育
や
才
蔵

ら
教
員
を
批
判
し
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。

（
細
川
利
和
）

（
細
川
忠
壽
）

23



（木下犀潭）

（
横
井
小
楠
）
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清
浦

き

よ

う

ら

奎
吾

け

い

ご

書し

ょ

扁
額

へ

ん

が

く

「
深
蔵
若
虚
」
（
深
く
蔵
し
て
虚
し
き
が
若
し
）
と
あ
り
、
こ
れ
は

「
史
記
」
（
老
子
韓
非
列
伝
）
の
老
子
の
言
葉
で
、
賢
い
者
は
む
や
み
に

自
分
の
能
力
を
ひ
け
ら
か
さ
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

「
奎け

い

堂ど
う

」
は
清
浦
奎
吾
の
号
。
清
浦
は
熊
本
県
出
身
の
政
治
家
で
、
大

正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
第
二
十
三
代
内
閣
総
理
大
臣
と
な
っ
た
。

こ
の
書
は
第
十
二
代
・
格

い
た
る

に
贈
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
清
浦
は

県
出
身
の
在
京
政
治
家
と
し
て
、
格
が
県
属
で
あ
っ
た
頃
か
ら
職
務
を
通

じ
て
交
流
が
あ
り
、
格
が
上
京
し
た
折
に
は
晩
餐
会
を
共
に
す
る
な
ど
し

て
い
る
。

明
治
時
代
後
期
～
大
正
時
代
初
期

清
浦
奎
吾
と
の
親
交

23
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谷た

に

干
城

た

て

き

書
簡

し

ょ

か

ん

谷
干
城
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
の
西
南
戦
争
で
政
府
軍
熊
本
鎮

台
司
令
長
官
と
し
て
西
郷
軍
の
攻
撃
か
ら
熊
本
城
を
守
っ
た
人
物
で
、
そ

の
後
政
治
家
と
な
り
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
成
立
し
た
初
代
内

閣
で
は
農
商
務
大
臣
を
務
め
た
。

本
書
簡
は
、
谷
か
ら
第
十
二
代
・
格

い
た
る

（
熊
本
市
長
）
に
宛
て
た
も
の

で
、
西
南
戦
争
を
記
念
し
た
集
会
を
議
会
に
よ
る
多
忙
の
た
め
欠
席
す
る

旨
を
述
べ
て
い
る
。
谷
は
こ
の
と
き
貴
族
院
議
員
で
、
三
年
後
の
明
治
四

十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
七
十
五
歳
で
死
去
し
た
。

な
お
、
書
簡
本
紙
と
封
筒
が
掛
幅
に
表
装
さ
れ
て
い
る
。

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
三
月
十
五
日

熊
本
鎮
台
指
令
長
官
谷
干
城
、
晩
年
の
書
簡

24

去
月
廿
二
日
即
十
年
之
激
戦
開

始
之
記
念
を
以
御
地
ニ
而
も
昨
年
よ
り

御
集
会
相
始
り
候
趣
、
三
枚
之
葉

書
ヲ
以
御
報
道
を
往
時
を
追
懐

之
感
慨
ニ
不
堪
ニ
、
御
承
知
之

通
り
当
地
ニ
於
而
ハ
毎
年
小
祭

ヲ
行
ヒ
例
ニ
よ
り
濁
酒･

塩
ぶ
り
等
を

宴
会
を
開
キ
旧
夢
○

温
メ
候
事
ニ

御
坐
候
、
本
年
も
同
様
之
処
、
折
節

野
夫
事
議
会
之
大
議
ニ
遭
遇

い
た
し
、
遂
ニ
本
年
ハ
不
得
止
欠
席

仕
候
、
遺
憾
至
極
ニ
御
坐
候
、
相
去
已

ニ
三
十
余
年
恍
と
し
て
夢
之
如
シ
、

野
夫
も
已
ニ
七
十
二
叟
と
相
成
申
候
、

然
共
猶
当
時
之
狂
態
ハ
薄
ク
存

居
候
間
、
御
放
念
可
被
下
候
、
疾
く
御

答
可
願
候
筈
之
処
、
多
忙
甚
敷

漸
く
閑
暇
ヲ
得
候
間
、
老
眼
を
の
ご
ひ
、

乍
遅
々
御
礼
如
此
ニ
御
坐
候
、
匆
々
、

三
月
十
五
日

敬
白

谷
干
城

辛
島
格
殿

得

ヲ
以

を

（
釈
文
）

（
封
筒
）

（
全
体
）

日

26



若
山

わ

か

や

ま

牧
水

ぼ

く

す

い

書し

ょ

幅ふ

く

若
山
牧
水
は
、
宮
崎
県
出
身
の
歌
人
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
か
ら

は
静
岡
県
沼
津
に
居
住
し
た
。

第
十
四
代
・
知
己

と

も

き

は
静
岡
県
内
務
部
長
を
務
め
て
い
た
が
、
熊
本
市
長

に
就
任
す
る
た
め
静
岡
を
離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
書
は
、
知
己
の
送
別
会
に
牧
水
が
詠
ん
だ
歌
で
、
静
岡
の
情
景
に

重
ね
て
惜
別
の
思
い
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
九
月
十
九
日

各
地
の
文
化
人
と
の
交
流

25
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奎
堂
詩
存

け

い

ど

う

し

ぞ

ん

『
奎
堂
詩
存
』
は
、
清
浦
奎
吾
が
喜
寿
（
七
十
七
歳
）
の
時
に
出
し
た

漢
詩
集
。
本
資
料
は
、
表
紙
見
返
に
「
辛
島
知
己
君
恵
存

喜
寿
叟
奎

堂
」
と
書
か
れ
、
第
十
二
代
・
格

い
た
る

の
長
男
・
知
己

と

も

き

に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。知

己
は
、
清
浦
が
中
心
と
な
り
創
立
さ
れ
た
発
明
の
奨
励
な
ど
を
行
う

帝
国
発
明
協
会
の
理
事
を
務
め
る
な
ど
、
清
浦
と
は
父
の
格
と
と
も
に
親

交
が
あ
っ
た
。

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）

親
子
二
代
に
わ
た
る
親
交

26

（表紙見返）
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